








 

目的 

  先天性トキソプラズマ症児の血清学的診断,妊婦についての妊娠中の初感染

と妊娠前からの慢性不顕性感染との区別,後天性トキソプラズマ症の診断にと

っては,IgM 抗体の検出がとくに重要な意義がある。諸外国では免疫螢光法によ

る IgM 抗体検出が多く行われているが,トキソプラズマ症の実態を明らかにす

るためには一般の検査室でも容易に実施しうる方法を早急に確立することが望

まれる。我々は免疫酵素法と IgG 吸収法とをえらんで基礎的研究を行いつつ,

ヒト血清について逐次応用してそれらの実用的価値を検査することにした。 


